
2019年9月8日

Copyright T&D Holdings, Inc. All Rights Reserved.

（コード番号 8795 東証第一部）
株式会社 T&Dホールディングス



Copyright T&D Holdings, Inc. All Rights Reserved.

１. Ｔ＆Ｄ保険グループの概要 Ｐ. 3

２. グループ生命保険３社の特徴 Ｐ.12

３. 中期経営計画（2019年度～2021年度）･ 業績動向 Ｐ.22

４. 株主還元 Ｐ.29

５. まとめ Ｐ.32

６. 参考資料 Ｐ.34

2

目次



Copyright T&D Holdings, Inc. All Rights Reserved.

１.T&D保険グループの概要
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証券コード 8795

市場 東証一部

決算期 毎年3月31日

売買単位 100株

総資産額（連結） 15兆7,947億円（2019年3月期）

当期純利益（連結） 728億円（2019年3月期）

2019/8/23 終値

株式時価総額

1,030.5円

6,749億円
（金融機関時価総額順位17位／上場全銘柄184位）

2019年3月期

1株当たり配当金
42.0円（うち中間配当20.0円）

2020年3月期

1株当たり配当金（予想）
44.0円（うち中間配当22.0円）

直接子会社

太陽生命保険
大同生命保険
T&Dフィナンシャル生命保険
T&Dユナイテッドキャピタル
T&Dアセットマネジメント
ペット&ファミリー損害保険

従業員数（連結） 19,489名（2019年3月末）

ホームページ https://www.td-holdings.co.jp/

プロフィール
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代表取締役社長 上原 弘久
うえはら ひろひさ

▼ 参考
株式時価総額ランキング（P44）

2019年4月1日に、少額短期
保険から損害保険会社へ移行

2019年7月1日に事業開始
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太陽生命・大同生命が共同でＴ＆Ｄ
フィナンシャル生命（旧 東京生命）
の株式を取得、同社はＴ＆Ｄ保険
グループの一員として業務を開始

太陽生命と大同生命が全面的な
業務提携を発表、グループ名称を
「Ｔ＆Ｄ保険グループ」に決定

日本で初めて生命保険事業を
中核とする持株会社を設立
し、東京証券取引所と大阪証
券取引所（現 大阪取引所）に
上場

1893(明治26)年 創業

1902(明治35)年 創業

2004(平成16)年 設立

2001(平成13)年 T&D保険グループ入り

2007(平成19)年 子会社化

2002(平成14)年
グループの資産運用会社を集約

1999(平成11)年
T&D保険グループ発足

創業100年を超える太陽生命・大同生命の

全面的業務提携により、Ｔ＆Ｄ保険グループが発足

T&D保険グループのあゆみ

5

太陽生命旧本社(東京都)
1930(昭和5)年竣工

大同生命旧肥後橋本社（大阪府）
1925(大正14)年竣工

2019(令和元) 年6月
T&Dユナイテッドキャピタル
設立



Copyright T&D Holdings, Inc. All Rights Reserved.

グループ経営理念・経営ビジョン
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Try & Discover（挑戦と発見）による価値の創造を通じて、
人と社会に貢献するグループを目指します。

お客さまからの視点

私たちは、最優の商品・サービスの提供により、お客さま満足度の
トップを目指します。

株主・投資家・市場からの視点

私たちは、成長に向けた新たな挑戦により、安定的・持続的に企業価値
を向上させ、確固たる存在感のある保険グループを目指します。

グループ経営理念

グループ経営ビジョン
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T&D保険グループのブランドメッセージ
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Try & Discover（挑戦と発見）の精神を持ち、従来の概念に
とらわれない柔軟な発想で未来に向けて新たに挑戦してまいります

2019年４月にT&Dホールディングス設立15周年を迎え、

新たな中期経営計画の達成に向けて、グループブランドメッセージを策定

さあ、保険の新次元へ。

私たちがつくりたいのは、

保険だけではない。

保険を超えて、

誰もがリスクを恐れることなく

可能性を豊かに広げていける未来だ。

どんな変化の時代にあっても、

誰もが希望を抱ける社会だ。

一人ひとりが

Ｔry ＆ Ｄiscoverの精神をもち、

あたらしいことを、つぎつぎと。

私たちＴ＆Ｄ保険グループなら、

きっとできる。
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家庭市場

営業職員

死亡・医療・介護保障を
中心とした総合生活保障

中小企業市場

営業職員
代理店（税理士等）

定期保険（死亡保障）
就業不能保障 等

乗合代理店市場

乗合代理店
（金融機関、来店型ショップ）

貯蓄性商品(外貨連動型等)

保障性商品(収入保障保険等)

市場

チャネル

商品

T&D保険グループの事業モデルと強み

8

異なる「市場」「チャネル」「商品」を持つ、中核生命保険会社３社による
「独自性」「専門性」の高さ がＴ＆Ｄ保険グループの最大の強み
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* 当社作成のため、各社の認識と異なる場合があります。

中核生保３社は潜在成長性の高い市場に注力

中核生保3社のポジション
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アフラック

かんぽ
生命

エヌ
エヌ アクサ

明治安田
生命

東京海上日動
あんしん
生命

損保ｼﾞｬﾊﾟﾝ
日本興亜
ひまわり生命

第一
フロンティア
生命

三井住友海上
プライマリー
生命

フコク
しんらい
生命

メットライフ

第一生命

ｵﾘｯｸｽ
生命

医療保障
商品

貯蓄性商品

ジブラルタ

三井住友海上
あいおい

生命

ＰＧＦ住友生命日本生命

T&D
ﾌｨﾅﾝｼｬﾙ

生命

太陽生命

大同生命

死亡保障商品

プルデンシャル

ソニー
生命
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生命保険市場で確固たる地位を確立

T&D保険グループのポジション -2019年3月期-
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T&D：7.2%
（第6位）

* 各社決算資料より当社作成。保有契約高は、個人保険、個人年金保険及び大同生命のJタイプ、Tタイプ、
介護リリーフ等の合計。

第三分野 新契約年換算保険料
保有契約高

［３生保合算］

2004年3月期
4.8%(第6位) 2015年3月期を100としたときの、生保業界とT&D(３社合計)の推移

a 社

18.9%

b 社

12.2%

c 社

8.7%

d 社

8.6%
e 社

7.8%

f 社

5.8%

g 社5.2%

h 社 3.4%

i 社 3.3%

その他

19.1%

民間生保合計

962.0兆円
100.0 

110.0 120.3 124.3 139.1 
118.3 

137.8 

184.4 

283.4 

2015/03 2016/03 2017/03 2018/03 2019/03
生保業界 T&D(３社合計)
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*2 2019年2月14日現在
T&Dホールディングスは、JCR(日本格付研究所)による長期発行体格付
生保3社は、 JCR、R&I(格付投資情報センター)による保険金支払能力格付

*1 2019年3月末現在。T&Dホールディングスは連結ソルベンシー・マージン比率

中核生保３社ともに高い健全性を維持

健全性
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太陽生命

大同生命

T&D
フィナンシャル生命

Ｔ＆Ｄ
ホールディングス

849.7%

1,271.9%

1,101.7%

1,093.1%

AA-

AA-

AA-

AA-

ソルベンシー
・マージン比率*1 格付*2

JCR 長期発行体格付 AA- 債務履行の確実性は極めて高い

保険金支払能力格付 AA- 保険金支払能力の確実性は極めて高い
R&I AA- 保険金支払能力は極めて高く、優れた要素がある
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２.グループ生命保険３社の特徴
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「100歳時代を先取りした商品・サービス」をご家庭にお届けし、お客さま

の安心で豊かな暮らしを支えます

死亡・医療・介護保障を
中心とした総合生活保障

営業職員
約8,400人*

直接訪問

大都市圏・地方中核都市
に集中展開

中高年・主婦層を中心とする

豊富な顧客基盤 800万件*

* 2019年3月末現在

太陽生命の事業モデルと強み

13

太陽生命の強み

家庭市場での強固な顧客基盤

お客さまのニーズに応える、時代の変化
を先取りした商品の提供

（ひまわり認知症予防保険など）

シニアに優しいお客さまサービス
（「かけつけ隊サービス」など）

ＣＭ『太陽生命が大切にするもの』篇より
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お客さまの希望に合わせて保障を選択

万一の保障
定期保険 など

就業不能・
認知症・介護
働けなくなったときの

保険 など

３大疾病保障
特定疾病・疾病障害
保険 など

医療保障
入院保険 など

保険料
払込免除

総合保険料
払込免除特約 など

資金準備
個人年金保険 など

組み立て自由な保険
「 保 険 組 曲 B e s t 」

組み立て自由な保険
「 保 険 組 曲 B e s t 」

太陽生命の商品

14

「保険組曲Best｣、｢ひまわり認知症予防保険」が好評

* 「選択緩和型認知症診断保険」と「選択緩和型認知症治療保険」に両方加入のとき

認知症関連商品＊2の
累計販売件数

認知症予防サービスに活用できる
「予防給付金」をお支払い

1

「100歳時代」シリーズ

2
認知症をダブルの保険金
（診断保険金、治療保険金）で保障

3
シニアに多い所定の疾病等による
入院・手術などを保障

*

（2018年10月発売）
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主な取組み

太陽生命のサービス

15

「かけつけ隊サービス」による給付金等の

請求手続きをサポート
“かけつけ隊”キャラクター
いかなキャット

「健康寿命の延伸」という社会的課題にこたえるために「従業員」「お客様」
「社会」のすべてを元気にする取組み、「太陽生命元気プロジェクト」を推進

国内初の「認知症予防アプリ」提供

ユニバーサルマナー検定の導入、

認知症サポーターの全社配置により

シニアや障がいのあるお客様への

対応力を向上

認知症に関する、大学との共同研究

歩行速度を継続的
に測定し、将来の
認知症・ＭＣＩ
（軽度認知障害）
のリスク予兆が
発見された場合に
ご本人とご家族に
通知

認知症予防アプリ
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企業保障の新たな時代をリードします

営業職員
約3,700人

損保代理店
約1,300店

税理士･
公認会計士代理店

約12,700店

税理士・会計士団体
（TKC･各地税協等）

中小企業 37 万社

中小企業関連団体との提携

定期保険
重大疾病保障保険等

* 2019年3月末現在 国内の企業数合計は約195万社（2012経済センサス活動調査）

（大同生命の既契約者）

大同生命の事業モデルと強み

16

大同生命の強み

中小企業関連団体と提携等による、
数多くの中小企業経営者との接点

充実した法人向け商品ラインアップや
保障性商品の推進ノウハウ

CM『社長への手紙』篇より

中小企業団体
（法人会・納税協会）
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・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

中小企業と経営者を守る充実した商品ラインアップ中小企業と経営者を守る充実した商品ラインアップ

Ｊタイプ短期
（更新）

「事業継続の危機」に対する保障

「売上減少リスク」に対する保障

Ｍタイプ

マーケット 法人

大同生命の商品
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中小企業と経営者を取り巻くさまざまなリスクに対し、“トータルな保障”でサポート

運転資金・借入金返済資金

死亡退職金
弔慰金

生存退職金

万一の場合
の必要資金

生活資金
介護費用

経営者個人
個人事業主

（生存退職金）

月間固定費
売上の補填

長期 Ｊタイプα

Ｔタイプ

Ｔタイプα

Ｒタイプ

Ｌタイプα

対
応
商
品

（医療保障） （重大疾病保障）（就業障がい保障）（死亡保障） （介護保障）

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

収入

リリーフ

介護

リリーフα

※法人加入も可

リスク
病気・事故に
よる一時的な
離職

要介護状態等
による収入減少、

介護費用負担

重大疾病による
離職（退職）

病気・事故に伴う
身体障がい状態
による退職

死亡退職
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大同生命のサービス

安否確認システム
地震等の災害発生時に、経営者が従業員の安否を確認できるシステムを

無償提供

企業価値算定サービス
事業承継やＭ＆Ａなど、企業経営の判断に活用できるよう、ご契約企業の

株式価値の概算額を算定し、無償提供

経
営
支
援

「DAIDO KENCO アクション」
健康経営セミナーの開催

Webサービス「KENCO SUPPORT PROGRAM」
の提供

介護に関する課題解決を支援

介護コンシェル

中小企業による
「健康経営®」の実践
を支援することで、
中小企業とそこに働
く人々が活き活きと
活躍できる社会づく
りへの貢献を目指す

主な取組み

健
康
支
援

18
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（余白）
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リタイアメント
世代

就労･
子育て世代

金融機関：101
来店型保険ショップ

： 44

* 2019年3月末現在

T&Dフィナンシャル生命の事業モデルと強み

20

さまざまなお客さまのニーズに合わせた商品を販売

Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命の強み

乗合代理店市場への経営資源の集中

有力な金融機関等代理店を通じた
保険商品の提供

貯蓄性商品（外貨連動型等）

保障性商品（収入保障保険等）



Copyright T&D Holdings, Inc. All Rights Reserved.

T&Dフィナンシャル生命の商品

21

メイン
ターゲット

特徴
平準払終身医療保険

幅広く八大生活習慣病を保障

主な
チャネル

金融機関等代理店 来店型保険ショップ代理店

外国為替連動型 終身保険 終身医療保険

一時払終身保険

多様な運用ニーズに対応した
資産形成型商品

死亡保険金を一時払保険料と
同額の円で最低保証

リタイアメント世代（60歳台
以上のアッパーマス層）

就労・子育て世代
（20～40歳台）
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３.中期経営計画・業績動向

22

（ 2 0 1 9 年 度 ～ 2 0 2 1 年 度 ）
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めざすグループ像

23

すべてのステークホルダーの
満足度の増大

共有価値の創造

グループ
経営理念

Try & Discover（挑戦と発見）による価値の創造を通じて、人と社会に貢献
するグループを目指します。

共有価値の
創造

• 絶えず変化する人と社会の課題（社会的課題）は、当社グループにとっては挑戦
すべきビジネスチャンス

• 社会的課題の解決という視点から、事業を通じて、①社会にとっての価値と、
②企業にとっての価値の両方を創造

Ｔ＆Ｄ保険グループの強みを活かした「共有価値の創造」の主なテーマ

１．充実した
シニアライフ

６．投資を通じた
持続可能な社会への貢献

５．ライフプランに応じた
資産形成

２．日本を支える
中小企業の発展

４．デジタル革新を活かした
次世代活力の向上

３．多様化した世帯の
健康で豊かな生活

Ｔ＆Ｄ保険グループのコア事業
に親和性の高い領域

国内生保事業
（コア事業）

お客さま 株主・投資家

従業員 代理店

地域・社会

健康で豊かな暮らし

雇用と働きがい

持続可能な地球環境

グループ経営理念の実践を通じて、グループの持続的成長を確かなものへ
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４つの基本戦略４つの基本戦略

グループ各社の強みを活かした特化戦略の追求による、グループ
収益基盤の強化

国内生保事業と親和性の高い事業領域への投資を通じた、
収益源泉の多様化

グループ財務戦略の進化による、グループ資本効率の向上

グループ経営資源の効果的・効率的な活用に向けた、グループ
一体経営の推進

中期経営計画（2019年度～2021年度）の概要

24

「コアビジネスの強化」と「事業ポートフォリオの多様化」を通じ、
絶えず変化する人と社会の課題の解決に貢献することで、

社会とともに成長する保険グループをめざす

全体方針全体方針

「 Try & Discover 2021 ～共有価値の創造～ 」
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前中計期間を通じて強化した事業基盤をベースとした企業価値の増大

中期経営計画（2019年度～2021年度）の戦略マップ

太陽生命 大同生命 T&Dﾌｨﾅﾝｼｬﾙ
生命

シニア層
（約3,500万人）

家庭市場

中小企業数
（約190万社）

富裕層（ｱｯﾊﾟｰﾏｽ以上）
（約1,170万世帯）

（生保事業と親和性の高い領域）

アセット

マネジメント

事 業

新 規

事 業

（新たな特化市場）

中小企業市場 乗合代理店市場

シニア層（今後2040年代まで拡大）
ミレニアル層

（2025年には生産年齢人口の半数に）

コアビジネスの強化（保険収益力のさらなる強化）

事業ポートフォリオの多様化

シナジー シナジー

シ
ナ
ジ
ー

生保事業・デジタル保険
事業とのシナジー

国内保険事業で新たな
チャネル構築

収益源泉の多様化

ペット保険

事 業

（ 損 保 ）

デジタル

保険事業

25
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中計目標（グループ連結）

経済価値 Group 
MCEV＊1

• 次期中計期間：4.0兆円
（2018年度末2.6兆円）
［ＲＯＥＶ(*3)：中長期的に年7.5％を超える安定
的・持続的な成長］

財務会計 当期純利益 • 次期中計期間：1,000億円

（ 参 考 ）
中長期的に
目指す水準

経済価値 新契約価値 • 2021年度：1,700億円以上
［コアＲＯＥＶ(*2)：３年を通じて年5.0％以上］

財務会計 当期純利益
• 2021年度：2018年度水準

（730億円）以上

中計目標

*1 T&D保険グループの市場整合的エンベディッド・バリュー（ＥＶ）。エンベディッド・バリューとは、生命保険会社の企業価値を評価する指標の1つで、現時点で
保有している契約から得られる将来の利益｣と｢株主資本に実質的な資本とみなせる負債の一部等を加えた資産価値」の合計。

*2 （新契約価値＋リスクフリーレート部分の期待収益）／ＥＶの平均残高 *3 ＥＶ増加額（資本増減等を控除）／ＥＶの平均残高

26
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640640

72,730
99,857

10,382

2018/03 2019/03 2019/06

新契約高

（億円） （億円）

［ 新契約の将来にわたる価値の総和 ］

（3ヵ月） （3ヵ月）

実質利益＊2親会社株主に帰属する当期純利益
（億円） （億円）

（3ヵ月） （3ヵ月）

業績動向

27

*2 実質利益 ＝ ①当期純利益 + ②将来のリスクに備える一部の準備金（税引後）
②は、危険準備金および価格変動準備金の法定基準を超える繰入額。

*1 今期より新契約価値の算出基準を一部変更

*1

新契約価値

通期業績予想に対する
進捗率：24.5％

775 728

156
2018/03 2019/03 2019/06

833 785

156
2018/03 2019/03 2019/06

通期業績予想に対する
進捗率：24.5％

1,294 1,403 

263 
2018/03 2019/03 2019/06
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（単位：億円）

中計の各種戦略を通じて利益を着実に増加させ、

最終年度（2021年度）において、当期純利益は、前中計最終年度

（2018年度）以上の水準を目指す

当期純利益・実質利益の推移

28

319
365 350

780

924 942

833
917

833
785

2010/03 2011/03 2012/03 2013/03 2014/03 2015/03 2016/03 2017/03 2018/03 2019/03 2020/03 2022/03

金融危機からの回復期間

(前) 中期経営計画

＊実質利益 ＝ ①当期純利益 + ②将来のリスクに備える一部の準備金（税引後）
②は、危険準備金および価格変動準備金の法定基準を超える繰入額。

中期経営計画

実質利益 当期純利益

730 以上

242 238 267

637
789

942

725 751 775 728
640 640

業績予想

当期純利益 実質利益
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４.株主還元

29
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株主還元方針

30

• 総還元性向は、資本効率性（修正ＲＯＥ）を踏まえ、柔軟に決定。
（ただし、還元対象利益の40％以上を確保）

• 現金配当は、修正ＤＯＥを目安に安定的・持続的な増配を目指す。
• 自己株式取得は、総還元額を踏まえつつ、ＥＰＳの水準を勘案し、実施金額を決定。

＜基本的な考え方＞

参照
指標

総還元性向
(還元対象利益の

40％以上)

修正ＲＯＥ
最終年度で８％

程度
［当期純利益／株主資本］

修正ＤＯＥ
３％程度

［配当金総額／株主資本］

ＥＰＳの成長

現金配当 自己株式取得

［一株当たり当期純利益］

当社およびグループ会社の経営の健全性に留意し、グループとして必要な

内部留保を確保したうえで、株主価値の向上に取り組み、安定的な利益配分

を実施
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151 168 166
194 205

233 257
30

100

300

140
170 170 130

50

181
268

466
384

375 403 38723.3%
29.0%

49.5% 46.1% 40.9%
48.4% 49.3%

2013/03 2014/03 2015/03 2016/03 2017/03 2018/03 2019/03 2020/03

2016年３月期より、前中期経営計画の策定にあわせ株主還元水準を引き上げ

１株あたり配当金は、2013年3月期の22.5円から2019年3月期は42.0円と

安定的に増加

2020年３月期は、2019年3月期から2.0円増配の44.0円へ

株主還元拡充に向けた取組み

配当総額（億円）

（追加取得）

自己株式の
取得（億円）

総還元性向

中長期的に実質利益の30%程度株主還元方針

実質利益の40%以上を毎期還元引き上げ

１株当たり
年間配当金

（2016年3月期から前倒しで適用）

（予想）
(前々) 

中期経営計画期間 (前) 中期経営計画期間

(5期連続の増配)

（中間）20.0 円

（期末）22.0 円
（中間）17.5 円
（期末）20.0 円

（中間）15.0 円

（期末）17.5 円

（中間）22.0 円
（期末）22.0 円

31
中期経営計画

22.5円 25円 25円 30円

32.5円
37.5円

42.0円
44.0円
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５.まとめ

32
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生命保険３社が、それぞれ特化マーケットに応じた
最適なチャネルを通じ、
最適な商品・サービスを一体的に提供する

「独自性」と「専門性」の高さ が強み

2019年度第1四半期の業績は通期予想
に沿った進捗

連続増配や自己株式の取得など、
株主還元を充実

まとめ
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６.参考資料
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第2回 “Try & Discoverフォトコンテスト”

35

Facebook,  Instagram, または Webより

開催中～2019年10月1日（火）

詳しくはこちらからご覧ください

※本コンテストの主催は、株式会社Ｔ＆Ｄホールディングス、運営業務は東京カメラ部株式会社が行います。
お問い合わせ先：Ｔ＆Ｄホールディングス広報部（TEL 03-3272-6115 平日9:00-17:00 [祝日除く] ）

「Try & Discover（挑戦と発見）」をテーマとしたフォトコンテストを開催中
みなさまの挑戦（Try）と発見（Discover）をする姿を応援することで、より多くの方々と

つながっていきたいという想いから作品を募集しています。

応募方法

応募期間
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EV

利益 利益 利益 利益 利益 ・・・・・

死亡率や解約率等の前提条件に基づき、利益を推定計算

評価日時点で有効な保有契約から見込まれる将来利益評価日

評価日まで無リスク金利で割り引く
①保有契約価値

②修正純資産

資産の含み益等 有価証券、貸付金、不動産等の含み

負債中内部留保 価格変動準備金、危険準備金 等

B/S上の純資産 資本金、資本剰余金 等

EV = ②修正純資産①保有契約価値 +

・・・

・・・

・・・

EV（エンベディッド・バリュー）とは、生命保険会社の評価日時点での企業

価値（時価）を推定計算したもの

エンベディッド・バリュー（ＥＶ）とは

36
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環境・課題認識

37

◎本中期経営計画の重点課題

国内生保市場における、新たな特化市場・チャネルの構築

生保事業と親和性の高い事業領域への展開、外部成長の取込み

◎今後１０年を見据えた環境変化

• 少子高齢化の進行、人口の減少

• 年金・医療・介護における自助努力ニーズの高まり

• 低金利の継続と将来の金利上昇リスクの可能性の両面での対応

• 標準生命表の改定、経済価値ベースの健全性指標の導入

•医療技術の進歩、ビッグデータや人工知能（ＡＩ）などのデジタル革新

社会環境

経済・金融環境

業界・規制環境

技術革新

事業ポートフォリオ
の多様化

お客さま・社会のニーズに適切にお応えする、商品・サービス・販売チャネルの進化

低金利環境が長期化するなかでの、保険関係収益力のさらなる強化

新たなＩＴ技術等も活用した、生産効率性の向上

コアビジネス
の強化

グループ一体経営
の推進

グループ資本の効率的活用

グループシナジーのさらなる発揮
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［出典］ 国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年推計）」
（出生中位（死亡中位）推計）を加工して作成

9,913

11,336

9,031
8,650

7,776
8,424

6,5727,036
8,261

5,755 6,256 6,543

7,792

9,346

0～17 18～34 35～44 45～54 55～64 65～74 75～

9,436

10,862

8,790 8,530 7,927

9,258
10,332

6,694
7,895

5,509 6,001 6,521

8,243

男

性

女

性

2016年
2026年（値表示なし）
2036年（値表示なし）

65～

2046年

（集計）＜男女別・年齢層別の将来推計人口 （単位：千人）＞

13,666

21,909
19,590

14,995
17,137

（年齢層）

シニアに向かう層
（今後10年は増加傾向）

シニア層
（増加傾向が継続）

将来推計人口

38
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法人契約市場

太陽生命 大同生命 Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命

65歳以上人口の将来推計 (*1)

3,459
3,639 3,681

2016年 2021年 2026年

（単位：万人）

＊各データの出典は、Ｐ40に掲載。

65歳以上単独世帯数の
将来推計 (*2)

601 
668 701 

2015年 2020年 2025年

（単位：万世帯）

社会保障に係る費用の将来推計 (*3)

119.8 134.4 148.9

2015年度 2020年度 2025年度

（単位：兆円） 経営者個人に加え、
200万 (*4)を超える個人事業主

約 200 
万社

約 37万社

約 8.5万社

日本の
法人数

(*4)

大同生命の
法人契約社数

(*5)

大同生命の
「Jタイプ･Tタイプ」

加入企業数
(*5)

個人契約市場

開拓領域

開拓領域

1世帯当たり貯蓄現在高
（二人以上の世帯）(*6)

最近5年以内に銀行を通じて
生保に加入した割合 (*7)

来店型保険ショップの
新規契約件数 (*8)

600

2,327 2,249

40歳未満 60～69歳 70歳以上

（単位：万円）

3.1% 4.3% 5.6%

2010年 2013年 2016年

〔世帯主
年齢〕

44
125

211

2010年度 2013年度 2018年度

（単位：万件）
［予測値］

中核生保３社のマーケットデータ

39
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本資料上のデータ名 出典

*1 65歳以上人口の将来推計
国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年推計）」
（出生中位（死亡中位）推計）

*2 65歳以上単独世帯数の将来推計
国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計（2013年1月
推計）」

*3 社会保障に係る費用の将来推計 厚生労働省「社会保障に係る費用の将来推計の改定（平成24年3月）」

*4 日本の法人数、個人事業主数 総務省「平成26年経済センサス基礎調査（確報）」

*5
大同生命の法人契約者数 、大同生命
の「Ｊタイプ・Ｔタイプ」加入企業数

大同生命の2018年度末実績

*6
1世帯当たり貯蓄現在高（二人以上の
世帯）

総務省「家計調査報告（貯蓄・負債編）－2018年（平成29年）平均結果－
（二人以上の世帯）」（2019年5月17日発表）

*7
最近5年以内に銀行を通じて生保に加入
した割合

一般社団法人 全国銀行協会「銀行による保険窓販に関する消費者
アンケート 調査結果 報告書（2017年2月）」

*8 来店型保険ショップの新規契約件数
株式会社 矢野経済研究所「来店型保険ショップ市場に関する調査結果を実
施（2018年）」（2018年6月12日発表）

中核生保３社のマーケット・データ（出典）
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*その他資産：繰延税金資産など

資産運用状況｜太陽生命・大同生命

41

5.2% 4.4%

37.6% 38.1%

16.1% 15.5%

6.8% 6.2%

27.2% 29.1%

2018/03 2019/03

現預金・
コールローン

株式

その他*

その他の
証券

買入金銭
債権

外国証券

不動産

貸付金

公社債

3.2% 4.2%

47.2% 46.3%

7.6% 7.9%
5.2% 4.2%

29.4% 29.6%

2018/03 2019/03

現預金・
コールローン

その他*

その他の
証券

買入金銭
債権

貸付金

外国証券

不動産

公社債

株式
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資産構成（連結）

42

（億円）

2018年

3月末

2019年

3月末
増減額

資産の部

現預金・コール 7,870 8,252 +382
買入金銭債権 1,175 1,269 +93
金銭の信託 6,858 7,654 +796
有価証券 113,770 117,353 +3,583
貸付金 16,486 16,669 +213
有形固定資産 3,632 3,694 +62
無形固定資産 268 284 +16
その他資産 2,091 2,174 +82
繰延税金資産 447 549 +101
貸倒引当金 ▲ 15 ▲ 15 ▲0
資産合計 152,623 157,947 +5,323
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連結損益計算書

43

（億円）

2018年

3月期

2019年

3月期
増減額

経常収益 19,283 21,401 +2,118
  保険料等収入 14,837 16,761 +1,924
  資産運用収益 3,727 3,939 +211
　  うち利息及び配当金等収入 2,854 2,958 +103
　  うち有価証券売却益 784 888 +104
　  うちその他運用収益 27 24 ▲ 2
　  うち特別勘定資産運用益 59 2 ▲ 56
  その他経常収益 718 700 ▲ 17
経常費用 17,718 19,932 +2,213
  保険金等支払金 11,461 11,416 ▲ 45
  責任準備金等繰入額 2,628 4,696 +2,067
  資産運用費用 962 1,122 +159
　  うち有価証券売却損 180 168 ▲ 12
　  うち有価証券評価損 61 31 ▲ 30
　  うち金融派生商品費用 456 656 +199
　  うちその他運用費用 162 176 +14
  事業費 2,023 2,015 ▲ 8
  その他経常費用 641 680 +39
経常利益 1,564 1,469 ▲ 95
特別損益 ▲ 164 ▲ 178 ▲ 14
契約者配当準備金繰入額 303 271 ▲ 31
税金等調整前当期純利益 1,096 1,019 ▲ 77
法人税等合計 320 290 ▲ 29
親会社株主に帰属する当期純利益 775 728 ▲ 47
包括利益 932 485 ▲ 446

価格変動準備金繰入額：154億円
・太陽生命：36億円（前期比+3億円）

※超過繰入はゼロ （同±0億円）
・大同生命：112億円（前期比+1億円）

※うち超過繰入80億円（同±0億円）

価格変動準備金繰入額：154億円
・太陽生命：36億円（前期比+3億円）

※超過繰入はゼロ （同±0億円）
・大同生命：112億円（前期比+1億円）

※うち超過繰入80億円（同±0億円）

・太陽生命：+2,032億円
・大同生命：+371億円
・太陽生命：+2,032億円
・大同生命：+371億円

・太陽生命：+58億円
・大同生命：+36億円
・太陽生命：+58億円
・大同生命：+36億円

・太陽生命：▲54億円
・大同生命：+158億円
・太陽生命：▲54億円
・大同生命：+158億円

・太陽生命：+150億円
・大同生命：+85億円

主に為替ヘッジコストの増加によるもの

・太陽生命：+150億円
・大同生命：+85億円

主に為替ヘッジコストの増加によるもの



Copyright T&D Holdings, Inc. All Rights Reserved.

T&Dホールディングスの株価推移と時価総額

44

*銀行・証券・リース・保険等が対象

金融機関時価総額順位 （2019年8月23日）

181 AGC

182 ヒューリック

183 鹿島

184 T&Dホールディングス

185 コナミホールディングス

186 日本マクドナルドホールディングス

187 ミスミグループ本社

＜全銘柄＞
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（円 ／ ポイント）

TOPIX

株価推移

2019年8月23日
T&Dホールディングス

1,030.5円

‘18/4/2‘17/4/2‘16/4/1‘15/4/1‘14/4/1‘13/4/1‘12/4/2 ‘19/4/1
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社会貢献活動
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グループ献血活動 森林保全活動

全国中学生ラグビーフットボール
大会への特別協賛

障がい者スポーツへの協賛支援

寄付による大学でのオープン講座

生命保険業を営むグループとして、社会とともに持続的に成長を遂げ、

「公共的使命」と「社会的責任」を果たすため、様々な取組みを実施

健康と福祉の向上

健全な社会の発展

地球環境の保護

日本ろう者サッカー協会との
オフィシャルパートナー協定締結

* T&D保険グループ各社の取組みを掲載しております
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ウェブサイトのご案内
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Ｔ＆Ｄホールディングス Facebook公式ページＴ＆Ｄホールディングス IRサイト
https://www.facebook.com/td.holdings.Inc/https://www.td-holdings.co.jp/ir/
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本資料には、将来の業績に関する記述が含まれています。こうした記述は、将来
の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。
将来の業績は、経営環境の変化などにより、計画や予想と異なる可能性があるこ
とにご留意ください。

Ｔ＆Ｄホールディングス

経営企画部 ＩＲ課

電話：03 (3272) 6103

Ｔ＆Ｄホールディングス

経営企画部 ＩＲ課

電話：03 (3272) 6103

本資料に関するお問い合せ先


